
住民と町議会議員の懇談会（令和５年 11月 17日開催） 

 

１. 事前アンケート（回答者：53名） 

 

1-1 回答者の属性 

 

 

 
 

 

1-2 自由記入欄内容 

・町政に関してご意見をいただいた分野上位（回答者：41名） 

  行政運営 

   DX政策の八丈町への適合性、経済対策、産業政策（第一次産業、観光）、町職

員退職増、各種実証事業と町の基本政策との整合性等 

 

  こども 

   子育て支援の充実（一時預かり施設や枠拡大、児童館開設等）、保育園の人手不

足、温泉施設利用制限見直し（オムツ着用幼児）等 



空き家 

   空き家対策、空き家活用 

 

交通 

   デマンドタクシー推進、高齢者の移動手段、夜間自動運転バス導入等 

 

温泉 

温泉施設利用制限見直し（オムツ着用幼児）、ザ・ブーンの再開、飲食スペース

併設等 

 

・町議会に関してご意見をいただいた分野（回答者：28名） 

  広報・広聴活動 

   住民との意見交換機会の充実、積極的な情報開示、議会のネット配信の改善、

広聴手段の拡大等 

 

  議員活動 

   議員報酬の妥当性、選挙公約の進捗等 

 

  議会運営 

   議員討論会の開催、住民が傍聴しやすい議会開催日時（休日・夜間）、議会での

住民の発言権付与等 

 

  政策 

   人口減少対策、人口減少解決につながる住宅対策、各種実証事業と町の基本政

策との整合性 

 

２. 懇談会内容 

 日時 令和５年１１月１７日（金）   

     午後７時～午後８時３０分（午後６時３０分開場） 

 場所 八丈町役場２階大会議室 

 

 グループを 3つに分け、テーマごとに意見交換を実施。 

 個人の特定につながるものなど含め、一部未掲載としているご意見もございます。 

 

高齢福祉・交通・その他（温泉・動物等）グループ 住民 8名 議員６名 

行政運営 

・⼩島や動物を観光資源として活用できないか。 

・公共施設維持に関する財政面での懸念。 

 



空き家対策 

・空き家マッチングシステムを。 

 

交通問題 

・飛行機の運航スケジュールを考慮したバスの運行時刻の検討を。 

 

温泉施設 

・入浴着着用による入場許可を。 

・修理⽅針などの情報提供の充実を。 

・パンフレットには、ザ・ブーンについての正確な情報掲載を。 

 

福祉問題 

・成年後見人のなり手不足。 

・福祉⼈材不⾜の解決策を。 

・高齢者が自宅で安心して暮らせる町に。 

・免許返納以外に、運転範囲や時間を限定して運転できるような仕組みを。 

 

シルバー人材センター 

・行政からの要請が多く、民間からの要請を受けることが難しい状況も。 

・温泉施設故障による出勤減少で収入減に。 

 

島内のペット事情 

・高齢者が施設入所や病気で飼えなくなった場合の、飼い猫の生涯飼育の仕組みを。 

 

 

子育て・教育グループ１  住民５名 議員３名 

行政運営 

・多くの職員が退職している中、役場職員の定着対策を 

・「おじゃれホール」の節⽬記念⾏事実施、官民協働による運営・管理を。 

・イベントや⽂化⾏事等の予算配分。 

・最終処分場のごみの軽減。 

・町⻑選挙について、広報での結果掲載を。 

・低所得世帯の家族へのサポートを。 

 

子ども・教育 

・学校施設老朽化による不具合への対応を。 

 

 

 



空き家 

・早急な対策を。 

・空き家解体に対する資金面のサポートを。 

 

次回懇談会に向けて 

・テーマの取り上げ方（緊急性、重要性に基づいて）。 

・議会での⼀般質問に繋げていけるような場に。 

・広報の⼯夫（なるべく多くの⼈の⽬に留まるように）。 

 

 

子育て・教育グループ２  住民４名 議員３名 

子ども・教育 

・教育 ICT化 

ネット活⽤に関し都は制限をかけすぎでは。 

タブレット使用状況のデータ収集後のデータ活用への疑問。 

 

・⼋丈学 

⽣徒の興味が分散。 

保護者の理解を深める必要。 

 

・⼋丈町で⼦育てする意味・意義を明確に。 

⼋丈⾼校の専⾨科（園芸科）の充実含め、島の特徴を活かせる教育内容が必要。

そのことが将来、⾼校卒業後に⼋丈島に残ることや、進学後などに早期に帰島す

ることにつながるのでは。 

 

・⼩学校・中学校数の集約 

  少人数の良さもあるかもしれないが、程度問題。 

学校は学力だけではなく、部活含め社会性を身につける場であり、あまりにも少

人数の閉じた空間では、生徒の逃げ場がなくなる（いじめや不登校の解決が難し

くなる）デメリットも。 

坂上の学校の生徒数で現実問題として維持可能なのか。 

各ステークホルダ―（生徒・保護者・地域）の意見を収集すべき。特に主役は生

徒であり、生徒の視点・意見を重視すべき。早急にアンケート等を行い、方針を

決定すべき。坂上から坂下や、島外への通学を考えざるをえない状況になる可能

性も。 

 

・町⽴の中学校と都⽴の⾼校との間での連携・情報共有不足。 

 

・教員の⼈材不⾜。 



 

今回の「住⺠と町議会議員の懇談会」に関するアンケートにご回答いただいた皆様、

ならびに懇談会にご参加いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。 

12⽉に⾏われた第４回議会定例会では、今回の懇談会での意見交換の内容が、一般

質問や各議案の質疑に反映されたものもあります。 

また今後の懇談会に向けてのアドバイスやご意⾒等も頂戴しました。参考にさせて

頂き、今後の運営に活かしていきたいと思います。 


